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１背景 
近年，ウナギの産地偽装事件，タケノコの産

地偽装事件などの食品偽装事件が多発し，食の

安心・安全が脅かされ社会的問題となっている．

また，2011 年に入って福島第一原子力発電所事

故が起きてからは，消費者の食に対する安心・

安全への関心は更に高くなってきている．この

ような状況にあるため，食に対する安全の管理

体制の強化が望まれており，生産情報の提供，

情報追跡可能な流通過程の記録および開示，万

一事故が起こった際の迅速な回収を可能とする

トレーサビリティシステムの実験・導入が，

様々な機関で行われている．トレーサビリティ

システムにおいて最終的に望まれることは，全

ての流通段階において，履歴情報が記録され，

消費者に必要に応じて(あるいは常時)情報を開

示できる状態になっていることである．しかし

ながら，いずれの取り組みも次に述べる問題点

および制約を抱えている． 

 

2 問題点 
一般的に，トレーサビリティシステムの導入

には高い初期コスト，運用コスト，業務フロー

増加に起因する本来の業務効率の低下といった

問題点が存在し，トレーサビリティシステムの

導入は決して容易ではないと言われている．対

して，現在のところ，女川，高橋，三上ら[1]が

開発したチケット型トレーサビリティシステム

は新たにかかる業務負担，導入コストを極力抑

えつつ，産品の出荷重量情報を管理することで

情報の信頼性も保っており，トレーサビリティ

システム導入に際する問題点を解決している．  

 

 

 

 

 

 

しかしながら，情報の信頼性という点におい

てはまだ十分に確保できているとはいえない．

現状のトレーサビリティシステムのほとんどは，

生産者段階の情報提供に留まり，中間流通以降

の過程の情報が抜け落ちているケースがほとん

どである．実際，産地偽装事件のほとんどは生

産から販売の流通過程が原因であると言われて

いる．中間流通は情報のチェックが一番為され

るべき箇所であるが，生産から販売に至るまで

の流通に関わるすべての者に対して，更なる必

要機器の導入，作業工程の見直しを課すことは

コスト面において困難である．また，現状はト

レーサビリティシステムの導入が必ずしも末端

における産品の販売価格向上に繋がっていない

ことからも，コスト面における抵抗は大きい． 

 

3 目的 
本研究では，以下の 3 点を満たすチケット型

トレーサビリティシステムを新たに提案する． 

1. 生産段階における出荷量，販売段階におけ

る入荷量を照合およびチェックし，中間流

通において矛盾が生じた際に検知可能 

2. システムの利用に必要な機器は携帯電話と

し，新たに機器の導入を必要としない 

3. 新たに発生する業務負担は尐なくすること 

 

4 提案手法 

4.1 産地偽装検出の前提概念 

正常に産品が流通している場合，小売で流通

している量が生産地で生産された量を上回るこ

とはありえない．(検査や廃棄などにより，流通

量が生産量を下回ることはありえる) しかしな

がら，産地偽装が行われている流通においては，

途中の流通過程で産品に異なる産地のものが混

入(水増し)され，流通量が生産量を超えるとい

う現象が起きる．本研究においてはこの点に着

目し，生産地での生産量と，小売での流通量を
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登録し，流通の整合性を照合することで産地偽

装を検出できると考えた． 

 

4.2 提案手法のフロー 

 本研究ではトレーサビリティシステムにおい

て産品の重量情報が流通の始点(生産段階)と終

点(小売段階)で矛盾が生じていないかチェック

することで偽装の検出を行う．ここで，生産段

階で得られる情報，小売段階で得られる情報を

整理する．本研究が対象としているチケット型

トレーサビリティシステムにおいては，産品の

情報は一定重量のロットごとに登録される．ま

た，ロットに対してラベルが複数枚発行される

ため，さらに細かな(たとえば 100g ごとの)重量

の管理が可能である． 

4.2.1 生産段階で行われるフロー 

従来のチケット型トレーサビリティシステム

の通り，生産地ではまず情報を含めるラベルを

発行し，産品の情報をトレーサビリティサーバ

に登録する．登録する情報として本手法で特に

必要となるのは，(1)ロット(ID)ごとの重量情報  

(2)出荷先の仲卸 ID  である．  

4.2.2 小売段階で行われるフロー 

小売はまず，入荷先の仲卸から産品とラベル，

および取引伝票を受け取る．このとき，本手法

では小売に次の操作をしてもらう． 

1. 手持ちの携帯からラベルの QR コードを読み

取り，照合システムにアクセス 

2. 仲卸伝票に記載されている重量と，受け取

ったラベルの枚数を入力し，送信 

3. 入力を終えると，正しい流通か疑わしい流

通かの判定をシステムが通知 

以上の操作により正しい流通の判定を得られ

た場合，産品のトレーサビリティ情報に新たに

小売での信頼性認証項目が加えられ，小売はよ

り高い信頼性を確保したうえで産品を販売する

ことができる． 

4.2.3 重量照合による産地偽装のチェック 

 以上のフローにおいて，産品の流通が正しく

行われている場合，図 1 左表のようになり，小

売流通における産品の入荷総重量が生産地にお

ける出荷量を超えていないことがわかる．しか

しながら，ラベルの複製により産地偽装が行わ

れた場合，図 1 右表のようになり，小売流通に

おける産品の入荷総重量が生産地における出荷

量を超えてしまっていることがわかる． 

 

この場合，C 店，D 店あるいは E 店において産

地偽装が行われた産品が販売されている恐れが

あるが，トレーサビリティシステムにより生産

履歴は追跡可能なため，該当する疑わしい流通

経路の産品はすぐに特定および回収可能である． 

 

5 期待される効果 

5.1 コスト・業務フロー面での負担が少ない 

本手法では，照合システムにアクセスするた

めのクライアント端末は小売業者自身の携帯端

末を用いるため，各小売への専用端末の導入は

不要であり，低コストですぐに本手法に小売は

参画することができる． 

5.2 高価・高精度な産地判別技術との連係 

本手法はすべての参画小売店が毎回重量情報

を登録するわけではないと予想されることから，

常に 100%の偽装検知は保証できない．しかしな

がら，本手法は安価かつ広範囲に，サンプリン

グを行わずに産地偽装の検出を試行することが

できるため，高価であるが高精度な産地判別技

術(微小金属解析[2]等)との連係が期待できる． 
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図 1 重量照合による産地偽装のチェック 
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